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研究成果の概要（和文）：　本研究では、まず、1965年に発掘調査されながら、長く公表されずにいた古市古墳
群高塚山古墳の内容を明らかにすることができた。高塚山古墳は、百舌鳥・古市古墳群の確立段階の様相を知る
ことができる唯一の資料であり、その成果をこれまでに明らかにされてきた両古墳群の変遷の中に組み込むこと
によって、その全体像の把握が可能になった。さらに、このことを手がかりにして、日本および韓国の研究者の
協力の下に、古墳時代中期の日本列島と朝鮮半島との外交を基軸にした政治、軍事、さらに各種生産に関する比
較、検討を行い、古墳時代中期に畿内政権の中枢を担った百舌鳥・古市古墳群の勢力の政権構造を明らかにする
ことができた。

研究成果の概要（英文）：  In this study, first of all, we were able to clarify the contents of  
Takatsukayama Kofun, which was excavated in 1965. Takatsukayama Kofun is the only material that can 
know the appearance of the establishment stage of the Mozu-Furuichi Kofun Group, and by 
incorporating the results into the transition of the two Kofun Group,it becomes possible to grasp 
the whole picture.
  Furthermore, based on this, with the cooperation of researchers from Japan and Korea, we compared 
and examined politics, military, and various types of production based on diplomacy between the 
Japanese archipelago and the Korean peninsula, In the middle of Kofun period, we were able to 
clarify the administration structure of the powers of the Mozu-Furuichi Kofun Group that played a 
central role in the Kinai administration
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　高塚山古墳の内容によって、古市古墳群を構成する中・小型主墳の被葬者に朝鮮半島と関係をもつ被葬者と朝
鮮半島と距離を置く被葬者が併存することを明らかにすることができ、勢力内での階層格差に加え、職掌の分化
が早い段階から進んでいたことを示した。
また、本研究の中で行った検討によって、古墳時代中期を、朝鮮半島を中心にした東アジア情勢の中で、日本列
島における古代国家形成の画期として位置づけ、政治、外交、軍事にはじまり、これを支える強固な経済基盤の
整備が百舌鳥・古市古墳群の勢力の勢力によって強力に推し進められた段階とすることができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究の主題とした古墳時代中期の政権構造については、当該期の畿内政権の中枢勢力であ
る百舌鳥・古市古墳群を対象にして、大きくつぎの４つの視点から研究が進められてきた。す
なわち、①両古墳群の構造に反映された階層的序列の形成、②帯金式甲冑を介在させた諸勢力
との政治的関係、③外交と軍事によって維持された政権基盤、④生産と交通体系の整備による
経済基盤の確立である。すでに、これらの研究は、一定の到達点にあるにもかかわらず、それ
ぞれの研究領域がもつ資料的限界から、これらの研究成果が政権構造の解明に十分反映される
ことなく終わっている。 
それぞれの研究についてみてみると、 
① 古墳時代前期以来、畿内に造営された大型古墳群を対象に、古墳群を構成する古墳数、規
模や墳形等の多様化に着目して、政権内における階層的序列の形成過程究明が試みられて
きたが、古墳群の構造分析からではその要因を導き出すことにおいて限界がある。 
② また、帯金式甲冑については、器物としての詳細な研究とその成果から導き出された古市・
百舌鳥古墳群の勢力による一元的な生産と供給にもとづいた分析によって、甲冑の需給者
間の政治的関係の解明が視野に入ってきた。しかし、その需給関係が生じる政治的背景に
ついては、器物としての武器研究からでは明らかにしえない部分でもある。 
③ さらに、前期後半にはじまり、中期に本格化する朝鮮半島を対象とした長期間にわたる大
規模な軍事的介入については、古市・百舌鳥古墳群の勢力に求められた鉄素材の確保等の
外交的課題の解決がその要因としてあげられているが、大規模な軍事行動を発動できる体
制に関しては具体的な裏付けをもって論じられていない。 
④ 一方、両古墳群の勢力のもとで専業化が急速に進んだ各種の生産活動は、日本列島がはじ
めて経験した技術革新の時代として位置づけられている。ところが、中期の政権が直面し 
ていた長期間にわたる大規模な軍事行動を継続して支える経済的基盤としての役割が見
逃されてきた。 
このように、相互に独立したかにみえるこれらの研究は、中期の政権構造を明らかにしてい
く上で本来補完的関係にあるべきものであって、ここにあげた４つの研究領域の成果の融合、
体系化が、古墳時代中期の政権構造を明らかにする上で、現時点においてもっとも有効な方法
となりうるものと考えた。 
またこれに加えて、本研究を進めていく上で、百舌鳥・古市古墳群の確立期の様相が不明の
ままになっていることが大きな障害になっていた。この点については、図１に示したように、
未報告になっている古市古墳群高塚山古墳出土資料の調査をもってこれを補訂すれば、古市古
墳群が終焉を迎える後期前半の段階を除いて、中期の政権構造の推移を具体的な資料をもって
検討できる条件が整えられると考えた。高塚山古墳（大阪府藤井寺市沢田）は、古市古墳群の
確立期に築造された全長 290 ㍍の大型前方後円墳、仲津山古墳後円部北側に位置する直径 50 
㍍の円墳である。昭和 29 年、末永雅雄氏によって発掘調査が実施され、ほぼ未掘状態の埋葬
施設とともに、武器・農工具をはじめとする数多くの副葬品が出土した。しかし、諸般の事情
により報告書が未刊行であった。 
本研究では、高塚山古墳出土資料の調査によって百舌鳥・古市古墳群の推移を明らかにし、
朝鮮半島を中心にした東アジア情勢のもとで、上記の４つの研究領域の成果の融合、体系化を
図ろうとしたものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、繰り返すことになるが、古市・百舌鳥古墳群の勢力によって主導された古
墳時代中期の政権構造を「１．研究開始当初の背景」で示したように、これまでの研究成果を
踏まえ、朝鮮半島を中心にした東アジア情勢のもとで、①両古墳群の構造に反映された階層的
序列の形成、②帯金式甲冑を介在させた諸勢力との政治的関係、③外交と軍事によって維持さ
れた政権基盤、④生産と交通体系の整備による経済基盤の確立という視点を融合、体系化する
ことによって、中国周縁部に成立する古代国家形成のメカニズム解明を目指すものである。 
また、本研究を進める上で、両古墳群の確立段階の様相が不明であることが障害になってお
り、これを古市古墳群高塚山古墳出土資料によって補訂し、中期の政権構造の推移を検討する
条件を整えることである。 
 
３．研究の方法 
古墳時代中期の政権構造に関する基礎的研究について、成果の融合、体系化を図ろうとする
ために、 
① 百舌鳥・古市古墳群の構造に反映された階層的序列の形成では、両古墳群を構成する各
古墳の築造時期の特定と副葬品の内容の分析から、社会の発展に即応して進む組織の拡
大、分化の推移と各古墳被葬者の政権内における位置およびその性格の変化を、 
② 帯金式甲冑を介在させた諸勢力との政治的関係では、これまで採られてこなかった時期
区分にもとづく帯金式甲冑出土古墳の分布とその変遷から、両古墳群を支えた諸勢力が
特定勢力に限定されていたことと政権の意志決定に関与する軍事エリートの出現を、 
③ 外交と軍事によって維持された政治基盤では、従来行われてきた両古墳群出土の甲冑、
馬具の検討に加え、これまで俎上にあがらなかった筒形銅器・鑷子状鉄器・鎹・サルポ



等の朝鮮半島系の資料を取り上げ、朝鮮半島で出土している同種の資料およびその出土
古墳との対比から、中期の政権が朝鮮半島からの鉄素材や最新技術の獲得と東アジアに
おける外交的位置の確保を必要としたこと、さらに朝鮮半島を対象にした長期間にわた
る大規模な軍事活動が軍事エリートを軍事構成員へと変質させていくことを、 
④ 生産と交通体系の整備による経済的基盤の確立では、各種生産の連関および軍事活動を
支える武器等の生産、さらに瀬戸内海交通の成立を示す沿岸古墳の動静から、社会基盤
の整備とともに大規模な軍事活動を支えていくことができる消費財の生産拡大と鉄器生
産をリーディング産業とした生産財の本格的な生産による、再分配を目的とした初源的
な産業連関構造が両古墳群の勢力のもとに成立していたことを、 

明らかにできると考えた。 
また、未報告のままになっている高塚山古墳出土資料の調査を行い、これまで不明のままで 
あった古市・百舌鳥古墳群の確立段階の埋葬施設および副葬品の実態が明らかにできる。 
以上の視点から、古墳時代中期の政権構造に関する基礎的研究について、 
① 両古墳群の構造に反映された階層的序列の形成過程究明に関して限界とした要因を、②
帯金式甲冑を介在させた諸勢力との政治的関係と、③外交と軍事によって維持された政
権基盤から導き出した軍事との関わりによって、 
② 帯金式甲冑を介在させた諸勢力との政治的関係が生じる背景については、③外交と軍事
によって維持された政権基盤と関連づけることによって、 
③ 外交と軍事によって維持された政権基盤については、④生産と交通体系の整備による経
済基盤の確立とその維持、拡大をはかる必要性から、 
④ 生産と交通体系の整備による経済基盤の確立については、①両古墳群の構造に反映され
た階層的序列の形成、②帯金式甲冑を介在させた諸勢力との政治的関係、③外交と軍事
によって維持された政権基盤の成果の援用から補完し、 

中国周縁に成立する古代国家形成のメカニズムを解明するひとつのモデルとして体系化を図る
ことができると考える。 
さらに、高塚山古墳出土資料の調査については、既述したように、その内容を明らかにする
ことによって、百舌鳥・古市古墳群の勢力の特質として注目されてきた、先進的な武器や農工
具の変遷過程の欠落部分を補訂することができ、古墳時代中期の政権構造の推移を辿ることを
可能にする基準資料として完結させることができると判断した。 
                          
４．研究成果 
 まず、基礎的な作業として実施した古市古墳群高塚山古墳出土資料の調査によって明らかに
できたこととしてつぎのような成果がある。当初想定したとおり、高塚山古墳の出土資料によ
って古市古墳群の確立段階の様相を明らかにすることができた。 
① 鉄鏃の形状および構成から、古市古墳群の初源期にあたる中期前半の盾塚古墳（多様な形
状をもつ鉄鏃から構成された小型の鉄鏃を主体とする段階）と中期半ばの鞍塚古墳（限ら
れた形状の鉄鏃から構成され大型の鉄鏃を主体とする段階）の間を埋めることができる資
料として位置づけることができた（田中⑦）。 
② 出土資料の中に朝鮮半島製、ある
いは朝鮮半島系の副葬品が含まれ
ていないことを明らかにすること
ができたことにより、古市古墳群
を構成する中・小型主墳の被葬者
に朝鮮半島と関係をもつ被葬者と
朝鮮半島と距離を置く被葬者が併
存することを明らかにすることが
できた（田中⑧・引用文献②）。 
③ 出土資料の構成から、大型主墳に
帰属する陪塚に人体埋葬を主眼と
する陪塚（高塚山古墳等）と特定
物品の埋納を主眼とする陪塚（野
中古墳等）が古市古墳群の成立当                     
初から併存することを明らかにす
ることができた（田中⑧・引用文
献④・⑥）。 
 つぎに、研究目的および研究方法で
示した内容に関して、とくに、研究協
力者として加わっていただいた韓国
の研究者によって指摘された、たとえ
ば、鏟形鉄製品が日本列島に類例が見
出させないことをもって短絡的に朝
鮮半島製としてきた従来の認識の危
うさなどは、本研究においてきわめて



有効であった。 
① まず、古墳時代中期の畿内政権（百舌鳥・古市古墳群の勢力）の成立について、その前史
に遡って検討を行い、畿内政権内に政権の交替があったことを示した（田中①・同⑤） 
② 両古墳群の構造に反映された階層的序列の形成過程究明に関して限界とした要因を、帯金
式甲冑を介在させた諸勢力との政治的関係と、外交と軍事によって維持された政権基盤か
ら導き出した軍事との関わりによって明らかにした（田中③・同④・引用文献③・同⑤・
同⑦）。 
③ 帯金式甲冑を介在させた諸勢力との政治的関係が生じる背景について、外交と軍事によっ
て維持された政権基盤と関連づけることによって明らかにした（田中②・同③・同④・引
用文献⑤・同⑦）。 
④ 外交と軍事によって維持された政権基盤については、生産と交通体系の整備による経済基
盤の確立とその維持、拡大をはかる必要性から明らかにした（田中③・引用文献①）。 
⑤ 生産と交通体系の整備による経済基盤の確立については、両古墳群の構造に反映された階
層的序列の形成、帯金式甲冑を介在させた諸勢力との政治的関係、外交と軍事によって維
持された政権基盤の成果の援用から補完して明らかにした（田中③・④・⑧・引用文献①・
同②・同③・同⑦）。 
⑥ さらに、百舌鳥・古市古墳群の勢力の後退によって生じる、６世紀前半での畿内政権内の
主導権の交替について検討することによって、両古墳群のもった政治システムおよび政権
構造が大きく変化することを明らかにした（田中⑥） 
 以上の検討によって、当初かかげた中国周縁に成立する古代国家形成のメカニズムを解明す
るひとつのモデルとして示した。これらの内容については、あらためて一書とすることを目指
している。今回の研究をとおして、当該時期の朝鮮半島の諸勢力との関係がきわめて重要であ
ることを、具体的な資料を示すことによってあらためて指摘できたことは有用であったと判断
する。 
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